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Arduinoのインストール

Lチカ



目的

• Arduinoを通してマイコンのプログラミングと電子工作を学ぶ

• Arduinoの関数の使い方を覚える

• 回路図を描けるようにする

• 回路図を見て配線できるようにする

• ハンダ付けができるようになる

• 出力と入力を使えるようにする



Arduinoとは？

• AVRマイコン、入出力ポートを備えた基板、C++風のArduino
言語とそれの統合開発環境から構成されるシステム

• 簡単にプログラミングができる

• 配線が簡単

• プログラムはネットにいくらでも転がっている

• 関数とライブラリで様々なことが行える





主な仕様
• 搭載マイコン：ATmega328

• マイコン動作電圧：5V

• ボード入力電圧：7－12V

動作確認済みおすすめ電源

動作確認済みおすすめ電池スナップ

• デジタルＩ／Ｏピン：ｘ 14

• ＰＷＭ出力可能ピン：ｘ 6

• アナログ入力ピン：ｘ 6

• フラッシュメモリ：32キロバイト

• ＳＲＡＭ：2キロバイト

• ＥＥＰＲＯＭ：1キロバイト

• クロック周波数：16ＭＨｚ



値段

•2,940円（秋月電子）



Arduinoに必要なもの

• USBケーブル汎用（Ａオス－Ｂオス）

• Arduino IDE（統合開発環境）

• 電源（パソコンから供給の場合は不要）

• 電子部品（任意のもの）

• ブレッドボード

• 自作シールドセット（後日取り扱う）



ＵＳＢケーブル（Ａオス－Ｂオス）



Arduino IDE

• Arduino関係のプログラミングをするのに必要



インストール方法









• あとは指示に従ってインストール

• 英語で書かれているが、agreeとnextを押せば良い



ブレッドボード

• ハンダを使わずに配線を行うことができる

• 使い方は簡単だが、間違えやすいので気を付けること







• 以上でインストールと必要なものに関しては終了する



Lチカ

• Arduinoの13ピンはLEDにつながっているため単体でLEDを光
らせることができる

• 最初は関数とかを深く考えずにLEDを光らせてみよう



サンプルコード



void setup() {

pinMode(13, OUTPUT);

}

void loop() {

digitalWrite(13, HIGH);

delay(500);

digitalWrite(13, LOW);

delay(500);

}



コンパイルと書き込み

• Arduinoとの接続を確認するために以下の作業をする







• パソコンとArduinoが接続できたことを確認したらコンパイル&
書き込み







• 書き込めたら完成

• 今後はこの動作がベースとなる



課題

• 今回のサンプルコードの赤文字の部分の意味を考えてみる



void setup() {

pinMode(13, OUTPUT);

}

void loop() {

digitalWrite(13, HIGH);

delay(500);

digitalWrite(13, LOW);

delay(500);

}



終わりに

• 今回はガイダンスの為簡単にしたがこれから難しくなっていく

• Arduinoに関する本を読み関数や入力装置の使い方を覚えよう

• 次回は変数と簡単な演算について行う


